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原 明 ･出屋敷事宏 (岐阜薬大)
ジヒドロジオール脱水素酵素は発癌佐多環状芳
香族炭化水素の代謝酵素である｡輔乳動物姐轍か
ら中豊体と二塁体酵素が申離されている｡このう
ち,二塁体酵素はブタでは各組織に存在するが,
サル七は腎臓.ウサギでは水晶体に特異的に高濃
度に発現している｡本研究は.サル胃の木酵素の
二次構造解析と生理機能について検討した｡
〔構造〕 サル腎ジヒドロジオール脱水素酵素の
ペプチド断片の配列決定とcDNA配列分析により,
180残基からなる部分アミノ鞍配列が明らかになっ
た｡本酵素の配列は申立体ジヒドロジオール脱水
素酵素が属する7ルドー ケト丑元酵素フ7･ミT)-
タンパク質およびカルポニル還元酵素などが含ま
れる短銃脱水素酵素ファミT)-タンパク質とも相
同性を示さなかった｡一方,新たにイヌの肝臓に
サル腎の酵素と類似の触媒特性を示す二量体酵素
と極めて高い相同性を示した｡二量体ジヒドロジ
オール脱水素酵素は今までに報告のない新しいタ
-83-
